
 

 

 

 

 

国際標準の学部初年次教育実現のモデル構築 
－留学生も視野に入れた先進的研修プログラムの試行－ 

Development of “First-Year Empowerment Initiative” in East Asia 
 

 

 

 

海外の一流大学が精力的に行なっている学生向けプログラムのうち、日本の大学が立ち遅れている取

組に、「学部初年次教育」がある（First-Year Experience、または、First-Year Program などと呼ばれる）。 

これは、新入生が大学という新しい環境に適応し、積極的に学部 4 年間の勉学にいそしむように導く導

入プログラムであり、特にアメリカの一流大学では、戦略的なリーダーシップの下にその拡充に力を入れ

ている。 

本取組では、充実したプログラムを実施しているアメリカ

の先進大学（ハーバード大学とペンシルヴァニア州立大学）

に本学の教職員を派遣し、濃密な研修プログラムを実施し、

蓄積されたノウハウを学習させ、国際水準の教育モデルの

先導的導入を行なう。 

 

 

 

大学入学者は、大学というまったく新たな環境に移行し、社会面および学習面での適応を図るという課

題に必ず直面する。これは、「移行問題（transition）」と言われる。この課題解決を大学が組織的に支援し、

教育成果（アウトカム）を高めること、これが初年次教育の目的である。 

アメリカでは、「初年次教育」プログラムの成否は 4 年間の学業成績とも密接に相関し、就職や、卒業後

の行動全般にも反映することが、明らかにされている。一方、日本の大学にはそうした問題意識がまだ希

薄であり、スタディスキルや専門基礎教育が中心で，自大学のニーズにあわせた総合的な取組は少な

い。 

 

 

留学生の「移行問題」は、中等教育から高等教育への移行のみならず、地理的、言語的、文化的な問

題でもある。東京大学は東アジアの学生に向けてさらに開かれた教育を目指すという視点から、東アジア

の主要大学（北京大学、ソウル大学、ヴェトナム国家大学ハノイ校）との協議の場を設け、「移行問題」へ

の対応を双方向的・未来志向的に議論し、東アジアの教育の活性化を推進する。 

取組の概要 

大大学学教教育育のの国国際際化化推推進進ププロロググララムム  
                              －－海海外外先先進進教教育育実実践践支支援援－－                  東東京京大大学学  

学部初年次教育とは 

国際的な視点からする学部初年次教育 



 

 

 

 

■東京大学における初年次教育プログラム 

東京大学はすべての 1 年生、2 年生の教育を担当する部局として教養学部を設置している。そこでは、

リベラル・アーツを基軸とした豊富な教育メニューが展開されており、初年次教育プログラムの強化によっ

て、教養教育の一層の発展が期待される。 

東京大学では、新学習指導要領で学んだ 2006 年以降の入学者を対象としてカリキュラム改革をおこな

い、あわせて、進学振分けも柔軟性を拡大する方向で改革する。また 2008 年度から文理にわたる幅広い

学力を有する入学者を視野に入れた入学試験を実施する。 

東京大学の教育の目的は、「市民的エリートの養成」にある（『大学憲章』）。質の高い国際的教養を備

えた人材を育成するためには、アクティブ・ラーニングの導入、「学びのコミュニティ（learning community）」

の育成など、特に新入生の積極的な「学び」を活性化する事業や環境整備が急務である。 

 

■「世界一の教育」を目指す First-Year Program の構築 

現時点での日本の大学の課題は、各大学の特性に応じたプログラムの開発である。東京大学では、

「世界一の教育」を実現するという視点からハイエンド（能力のある学生を伸ばす）なプログラムの独自な

開発を目指す。 

  

 
教養学部前期課程では、スタディスキルや専門基礎教育を実施し

ている。しかし、それだけでは十分であるとは言えず、これから

はアクティブ・ラーニングの手法も取り入れ、新しい「授業モデ

ル」の開発を行う。 

 
東京大学憲章では「（東京大学は）世界的視野をもった市民的エリ

ートが育つ場であることを目指す」と謳っている。そのためには

豊かな人間力の育成が必須である。リーダーシップキャンプやア

ジアの大学との学生交流などを推進し、グローバル時代のリーダ

ー養成を進める。 

 
充実した初年次教育のためには、職員の参画は欠かせない。これ

からは総合的な「学び」の支援、学生生活支援に職員が積極的・

主体的に関わっていく。また、学生をスタッフとして活用し、大

学の構成員のすべてが「学び」に参画する事業を進める。 

 
本学の三鷹国際学生宿舎は、日本人学生と留学生の双方が利用し

ている。宿舎の場を利用して、留学生と日本人学生が学びのコミ

ュニティを形成する環境を作り、国際教育実践の場としていく。 

１．Active Learning 

２．リーダーシップ 
養成 

３．職員・学生の参画 

４．留学生支援 

国国際際標標準準のの学学部部初初年年次次教教育育実実現現ののモモデデルル構構築築  
－－留留学学生生もも視視野野にに入入れれたた先先進進的的研研修修ププロロググララムムのの試試行行－－  



 

 

■本取組による海外研修 

 日頃教養学部で、学生・留学生に対する教務・生活支援業務を行っている職員を中心として、ハ

ーバード大学・ペンシルヴァニア州立大学で 10 日間の研修を行う。アメリカの先進事例を学ぶこ

とにより、学生相談所の相談プログラムや修学支援・学生生活支援の充実など、これまで日本では

欠如しがちであった学生の主体的な学習を促す仕組みの再構築を目指す。 

 ◆国内研修と海外研修◆ 

2006.8 

 ｜ 

2006.9 

 ｜ 

2006.10 

8/8～8/13 ハーバード大学・ペンシルヴァニア州立大学事前視察 

<事前研修> 

   語学研修（随時） 

   ◇10/16 講演：オレゴン州立大学教育学部長サム・スターン氏 

              「First-Year Student Programs in US Universities 」 

   ◇10/25 講演：国立教育政策研究所 川島啓二氏 

         「事例から見た初年次教育の類型的整理の試み-東大へのインプリケーションの視点から-」

   ◇10/30 講演：同志社大学教育開発センター副所長 山田礼子氏 

              「First-Year Program の可能性-日米の初年次教育の現状と課題-｣ 

2006.11 11/3～11/4  東アジア四大学フォーラム＠ヴェトナム国家大学ハノイ校 

       -今後の学生交流(留学生派遣）のあり方と｢初年次教育」の課題-               

11/8～11/18  ハーバード大学・ペンシルヴァニア州立大学研修 

              学生課、新入生課、留学生課、学習相談所、就職課など 

2007.1 「初年次教育」シンポジウム開催予定 

 

■ハーバード大学・ペンシルヴァニア州立大学の First-Year Program 

アメリカの大学では、入学時のオリエンテーションプログラム、フレッシュマン・セミナー、ラーニング・コミュ

ニティ（勉強仲間）の育成、ライティングセンター、宿舎を活用した学習指導体制の整備など、各大学の特色を

意識した多彩なプログラムを展開しており、学ぶべき点が多い。 

総じて、人と人とのつながり、対面的コミュニケーションの役割を重視しており、教員だけでなく職員や学

部学生も事業に幅広く携わっている点にも特色がある。 

ペンシルヴァニア州立大学の International Student Service（留学生課）のオリエンテーションイベント
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